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固際／．，・カOレアにおける言語の指導
ーすへての教師は言語の教締である一大迄弘和小澤伊久美
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小澤伊久美（国際基督教大学）
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Interview: Teaching Language in the International 

Baccalaureate Programme 

All Teachers Are Language Teachers 

Hirokazu Osako interviewed by Ikumi Ozawa 

要 旨

国際バカロレア (TheInternational Baccalaureate, IB)では、「すべての教師は言

語の教師である」という考えが基本にある。それは、科目ごとに担当教員が異なる Di-

ploma Programme (DP) においても同様で、 Languageの教科を担当しない教員

もそうした意識を持つ。教員がその意識を形成する上で、 Theoryof Knowledge 

(TOK) を教えることが決定的な役割を果たす。また、 IB教員の教師教育は、教えな

がら学ぶこと、さまざまなワークショップ、学校や地域を越えたグローバルなネットワー

クの存在などに支えられている。 日本の学校教員にとってはグローバルなネットワーク

を活用する上で言語力が障壁となっているため、文部科学省はコンソーシアムを立ち上

げ、日本国内で学校を越え都道府県を越えて連携をとる仕組みづくりを考えている。 IB

の教育には、 IBを教えない者にとっても活かせるところが大いにある。

Abstract 

The International Baccalaureate (1B) Programme holds as its fundamental concept that 

"All teachers are language teachers." That is true, too, in the Diploma Programme (DP), 

where educators teach different subjects. All teachers including those who teach sub-

jects other than language have the same consciousness. To develop the awareness as 

being the language teachers, Theory of Knowledge (TOK) plays a decisive role. In 
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addition, 1B educator's professional development is supported in various ways such as 

learning in practice, various workshops, and the global network of 1B teachers tran-

scending schools and districts. Since the language proficiency works as hindrances for 

Japanese school teachers to utilize the network, the Ministry of Education, Culture, 

Sports, Science and Technology (MEXT) plans to form a consortium so that educators 

can cooperate beyond schools and districts within Japan. 1B is of great use for those 

who do not teach 1B programme, too. 

キーワード：すべての教師は言語の教師、探究、 TOK、教師教育

「すべての教師は言語の教師である」という考えは 1Bの基本

小澤 MHB年次大会ではご講演をありがとうございました。本日は、特に国際バカロ

レアプログラムの「すべての教師は言語の教師である」という考えについて、も

う少し教えていただければと思います。よろしくお願いいたします。

大迫はい。「すべての教師は言語の教師である」、 "Allteachers are language 

teachers."というのは、 IBにとっては非常に大事な考え方なんです。 IBには、

PYP (Primary Years Programme)、MYP(Middle Years Programme)、

DP (Diploma Programme)、CP(Career-related Programme)という 4つ

のプログラムがありますが、わかりやすくするために PYPとDPにフォーカスし

てお話しますね。 PYPは初等教育で、お一人の先生がいろいろな教科を教えて

いるわけですし、初等教育時点の言語形成・獲得ということを考えると、それを

担当する先生の重要な仕事の一つに言語をしつかり育てることがあるというのは、

日本の学校教育を考えても特に不自然なことではないだろうと思います。しかし、

DPでは日本の一条校と同じで、科目別に異なる教員が教えるわけですが、それ

でもすべての教師に "Allteachers are language teachers."という考え方を共

通なものとして持ってもらうという点は、 IBの大変際立った特徴だと思います。

つまり、 Languageという教科を担当しない先生方、例えば科学や数学などの先

生でさえも、その意識を持つということが、 IBにおいてLanguageがどのよう

な位置づけになっているのか、あるいはIBの学びにおいて Languageが何を担

うと期待されているかが見えてくると思うんです。

小澤 IBにおいて、この "Allteachers are language teachers."という考え方は比

較的新しいものなのでしょうか。
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大迫いえ、考え方としては随分前から明確に出されていたものですね，

小澤さまざまな教科の先生方が全員このような意識を持って指導に取り組むのは素晴

らしいことですが、言語教育がご専門ではない先生がこれを意識し、遂行するに

は、 IBや学校の支援が非常に重要になるのではないでしょうか。

大迫 DPにフォーカスして話すと、決定的な役割を持っているのは Theoryof 

Knowledge (TOK)だと思います。教科の先生方がTOKを通してその教科を

見つめるという作業自体、大変な言語の活動です。だから僕は、 DPの先生には、

TOKを直接担当しない先生でも必ずTOKのワークショップは出てもらいまし

た。もちろん順番にして、何年かかけて全員に出てもらうようにするのだけれど

も。 TOKを知らないで、 DPの授業をするというのは、何か本質的なところがキ

チッと押さえていない状態でやってしまうおそれがあります。それでIBMathを

やってしまったら、今までの日本でやってきた数学教育ともしかしたら全然違い

が見えないかもしれない。

Theory of Knowledge (TOK)とは

小澤 TOKという教科について簡単にご説明いただけますでしょうか。

大迫 TOKは、 CAS(Creativity, Action, Service)、ExtendedEssayとともにDP

の「コア」を構成しています。コアと各教科は、独立していますが、お互いに補

完し合う関係にあります。生徒は、 TOKの中で、特定の知識体系を身につける

のではなく、 CriticalThinkingによって、知るプロセスを探究します。

小澤 TOKの指導の手引きに、 TOKの教師は「知識に関する主張」 (knowledge

claim)を分析し、「知識に関する問い」 (knowledgequestion)を探究するよ

う生徒に働きかけるとありますが、そのことですね。

大迫そうです。詳しくは指導の手引きを読んでいただくと良いと思いますが、 TOK

ではAreasof Knowledge、「知識の領域」を8つ設定していて、それは、数学、

自然科学、ヒューマンサイエンス（人間科学）、芸術、歴史、倫理、宗教的知識

の体系、土着の知識の体系の8つなんですが、知識の領域が異なれば、知識の本

質が異なり、その知識を得るための方法論も異なると考えるんです。そして、

TOKでは生徒にそのうち5つか6つの「知識の領域」を探究するように促さな

くてはいけないということが決まっていて一どれを選ぶかは学校が決められるん

ですが一それぞれの領域の中で、知というものはどのように認識されていくかと

いうことをやるわけです。それを通じて、その知識を得るためのさまざまな方法
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がーTOKでは具体的には、言語、知覚、感情、理性、想像、信仰、直観、記

憶の 8つがあると設定しているのですが一どのように機能するか、どのように相

互作用するのかを探究します。

TOKを教えることと「言語」の指導

小澤その TOKを教えることが、「言語」を教えるということを教師が意識することに

つながるということなのですね3

大迫そうです。例えば、これは実際の TOKのテーマではないけれども、数学という

ものが存在しなかったら世界のありようは変わるのか変わらないのか、といった

テーマについて、言語を使って探究していくわけです。そこが先ほどご質問のあっ

た、言語以外の教員がどうやって「言語を教える者」としての認識を持つかとい

う具体的な作業になるのではないかと思うんです。

小澤 TOKは、どなたが担当するのですか。

大迫この教科の担当の仕方は大きく分けると二つあって、一つはTOKの先生一人が

2年間100時間を全部担当するという形。もう一つは100時間を複数の先生が分

担する形です。例えば、歴史の分野は社会科の先生、数学の分野は数学科の先

生といった形で、 4~5人の先生が一人15時間から 20時間ずつ担当します。こ

のように数名で分担する場合、コーディネーターがそれぞれの内容を把握するよ

うにして、子どもたちにとっての100時間がきちんと組み立てられているように、

つまり、同じようなものになっていないか、全然つながりが無かったりしないか

を見るわけです。

小澤どちらの形で教えられることが多い、ということがありますか。

大迫私が見ているところでは後者の方が多いですね。というのは、正直言って一人で

TOKを担当できる教師がなかなかいないからです。僕が以前校長を務めていた

学校は、アメリカの大学の哲学科で博士号を取った先生がたまたまいらっしやっ

たので、哲学的な内容で随分子どもたちを、「考える」ということに導いてくれた

んですが、それは僕の今までのキャリアの中でも非常に例外的でした。それ以外

のケースは全部分担。そうすると、例えば学校の中に DPで数学を教える先生が

3人いるとして、 TOKの分担教員にそのうちの一人がヒ゜ックアップされた場合、

その教員はTOKのワークショップに行かなくてはならない。 じやあ、それ以外

の二人の先生は直接はTOKの授業を教えないから、 TOKのワークショップに

別に行かなくてもいいように思うかもしれないけど、僕は「その二人も行かなく
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ちゃならない」と強く推奨しています。

小澤ワークショップ以外で教師が学べる機会もありますか。

大迫教室で先生方が力をつけていく、ということもあります。例えば、 PYPには

Unit of Inquiry、探究の単元という教科融合型の一番中心となるものがあるん

だけれど、これをどう教えるかは実際に教える中で、教えながらわかってくる、

ということがよく言われています。教えて 1年目、 2年目、 3年目に入った先生

が、段々に「InquiryBased Learning、探究の学びっていうのはこういうこと

をするのか、子どもたちはこういうような形で学びを深めていくのか、そのため

には教師である自分がこういう質問をすればいいんだ」つていうのが、じわじわ

とわかってくる。「ああこういうことをやればいいんだ」と実感するっていうこと

ですが、このことは一人の方の経験談としてではなく、また、日本人の先生とか

外国人の先生とかに関係なく、本当によく耳にします。今 PYPのことを話しま

したが、 DPも同じだと思うんです。 TOKを担当しても、今までそういう経験が

ない数学の先生は、最初は多分あまり TOKの影響を受けないかもしれない。

TOKはTOK、自分は数学を勉強してきたから数学の先生だっていう意識が強

い。でも、教えていくうちに段々 TOKと数学がなんとなくつながっていく、数

学の教師でもあるけど言語の教師でもあるってわかってくるという、そういうと

ころがあるんじゃないかなと思います。

1Bの教師教育

小澤ワークショップの話に戻りますが、 IB校は、教員を国際バカロレア機構の公式ワー

クショップに参加させなくてはならないというお話でしたね。

大迫国際バカロレア機構が参加を義務付けているものがあるので、それについてはIB

校としては教員を出さなくてはいけないというルールがあります。 IBのプログラ

ムも日本の学習指導要領と同じように何年に 1回という形で改訂が行われるので、

改訂の度に必ず受けなくてはいけません。 IBのワークショップには、学校外で開

催される Faceto Faceのワークショップ、オンラインのワークショップ、そして

学校内で開催するインスクールのワークショップがあるんですが、僕はFaceto 

Faceに参加させる以外に校内ワークショップというものを積極的に実施します。

小澤校内ワークショップの良いところはどんな点でしょうか。

大迫例えばPYPだと小学校の先生全員をワークショップに送るとすると学校の側の

金銭的な負担が非常に大きいわけです。それに対して、ワークショップリーダー
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一人に学校に来ていただいて校内ワークショップを行う場合、費用面だけでもメ

リットがありますし、ホームで勉強できることは先生方にとっても良く、校内で

やったワークショップについて悪い結果を聞いたことがないですね。研修という

と、外に行って学ぶということがパッと思い浮かぶけれど、外で開催されるワー

クショップだと、いろいろな学校の先生がいて、それぞれの学校は預かっている

子どもが違うから、学校の課題としても異なるものが出てきます。それはそれで

勉強にはなるけれども、校内ワークショップは、その学校の先生方が日々悩んで

いるものに集中できて本当にその学校用の学びになっていくんです。一方で僕は

オンラインのワークショップはあまり積極的には勧めません。労多くして得るも

の少なし、という感じがします。ただ、これだけ世界中でIBをやるようになって、

みなで共有していくのに有効な手段だとは思います。

小澤 InquiryBased Learningでは、教師がどのように質問を投げかけるかというこ

とが、難しいけれどもとても重要なことだと思います。その意味では授業につい

て先生方が一緒に話し合う場があると、「そういう質問いいね」などという気づき

につながって良いと思ったのですが、 DPの場合は、科目ごとに教員が集まって

言舌ずような機会はあるのでしょうか。

大迫それは学校を越えてインターネット上のネットワークでつながっているので、そ

れを活用している先生は少なくないです。例えば「TOKのここの部分について

は？」と質問をすると、それに対するコメントが次々入ります。成功例だけでな

く、実践例、それに、僕はここで失敗したということを書く人も結構いる。これ

がとても役に立つ。そんなふうに、グローバルな中での意見交換というのは、頻

繁に行われていて、そういうのは英語ですが、 日本の IB候補校になっている学

校の中では先生方が英語で意見交換できるような状態ではないから、それが活用

できない学校があるという問題があります。そうすると日本の中で作らなきゃい

けないのかなっていう話が出ています。文部科学省では2018年度にコンソーシア

ムを立ち上げて、学校を越えて、都道府県を越えて連携をとって、少しでも良い

授業をするために支え合いましょうというプロジェクトがあります。

1Bが日本の教育にもたらす影響

小澤 TOKに関する書籍を何冊か読んだのですが、私は本務校の国際基督教大学がリ

ベラルアーツ教育を特徴としていることもあって、知の領域という考え方や、領

域ごとに知の形成のされ方が違うといったことが非常に理路整然と書いてあるの
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に感心しました。あのような考え方を知って大学に入れる学生は素晴らしいな、

恵まれているなと思いました。もしかすると、大学教授の側が専門の中にどっぷ

りとつかってしまっていて、自分の知の基盤がどこにあるのか疑ってみる機会が

ないということがあるかもしれませんね。

大迫子どもたちの方が CriticalThinkingによって、いろいろな判断をしながら先生

の指導に従っていくということもできるのではないかなと思います。

小澤日本の学習指導要領の中でも数学的思考や態度を身に付けることがうたわれてい

ますが、それと TOKのように、数学的な知識の基盤は何によって成り立つのか

を疑うところから始まるというのとは本当に大きく異なりますね3

大迫そうですにそれがまさに IB、TOK的なところだと思います。

小澤日本の学校に入った時に、そこが伝わるかどうかが重要だと思いました。 IB校で

教えている先生方はワークショップがあり、先生方同士の学び合いもあるわけで

すが、 IB校で教えていない者がそれを学ぶのは難しいですね℃

大迫今のご質問は、日本に200校の IB校を、というプロジェクトの意味に関わって

いると思います。まず、一つは200校という学校でDPを実施して、そこで教え

る先生としての研修とかトレーニングを受けてもらうということがあります。も

う一つは、各都道府県に 1校は拠点校的に IBを現実的に実施している学校がで

きることになれば、その学校の先生方とのやり取りの中で、地域のそれ以外の学

校の先生方も新学習指導要領のキーワードである主体的で対話的な深い学びとい

うものを実施するヒントなりノウハウなりやる気なり可能性なりを学ぶというこ

とがあります。そのような仕組みがないと、また、ゆとり教育を導入した20年前

の学習指導要領の改訂の時のように、「なんとなく良いなあ」と思っていても具

体的な指導の仕方がわからず、どうしたら良いかわからないから形式だけで終わっ

てしまう。今回は、「しっかりと参考になるものを各都道府県の中に置こう」と

いう構想で、 200校の使命ははっきりとしているから、前回とは随分と違ってい

ると思うんです。

小澤その辺りがまだまだ誤解されている感じがありますね。例えば、「片田舎に IB校

ができてもそこに入って海外を目指すような意識を持っている子はいない、そう

いう子を相手にIBやる意味はあるのか」という声を耳にします。

大迫意味はありますよ。僕は地方都市に行って教育委員会で話すことが多いんですが、

そういう町で、その地域を将来引っ張っていく、そういう役割を将来的に担う子

どもたちが、ナショナルのカリキュラムで勉強するのか、グローバルスタンダード
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で勉強するのかっていうのは、きっと地域になんらかの違いが出るっていう、そ

ういうことをみなさん思っていらっしゃいます。もちろん、県のどこかから一人、

IBを勉強して世界を舞台に活躍する人というのは出るかもしれないけど、あまり

みなさんそういうことは考えていらっしゃらない。地域の子どもたちのことも本

当に大事にしていて、その子たちに本当に必要な勉強をさせてあげたいという思

いがある。でもそれは決して海外の大学に行くためということではなく、最後に

地元に戻ってきて、それこそ地元を引っ張って行く人になっていってほしいと考

えていることの方が多いと思う。ただ、どの地域にもIBに興味を持つ子はいます。

中学3年生にも、今度この高校でIBがあるとしたらやってみたい、面白そうだっ

て言う子が。 20人ないし多くても40人くらいの人数は、どの県でも、そういう勉

強してみたいなって思う子がいる。それは、すごくいいことだと思いますね。

移動して学ぶ子どもへの「言語」の指導

小澤子どもたちが世界各国を移動して学んでいく時に、 IBのようなグローバルスタン

ダードのプログラムがあるのは強みだと思う一方で、出入りが激しくて、特に

Languageの教科の中で、言葉「を」勉強する時にかなり苦しいという話を聞き

ます。言語を通じて学ぶ、言語を使って学ぶ、あるいは探究はいいけれども、例

えば確実に語彙を増やすというようなことは求めにくいというのですが、いかが

お考えでしょうか。

大迫僕はそれは、ある意味宿命だと思います。移動の世界、ダイバーシティが前提で、

それをなんとか切り盛りしていくというのがインターナショナルスクールだから発

想を変えないと。例えばすぐ、学力別にしないと効果的じゃないんじゃないかと

いった考え方が出ますが、根本の発想を変えないと。 IBではない学校だとーイ

ンターナショナルスクールだけではなく、いわゆる欧米系の学校にーよくあるの

ですが、飛び級させたり、ある教科だけ先に行かせてあげるといった学びのスタ

イル、それはIBでは成立しない。なぜかというと DPはDPで全員一緒にやる

わけで、 IB校の中では「飛び級」という発想自体が成立しないから。まさに col-

laborated、協働でやるという意味で、ある科目がとても得意な子も、あまり上

手くいかない子も一緒になっていく。 IB校でも飛び級は、やろうと思えば小学校

の段階でできるかもしれないけれども、でも最後の DP段階で一緒にするしかな

いから、「だったら最初から同じように一緒にみなでやる方がいいんじゃないか」

という話になる。そういう「得意だから飛び級させてください」ということが IB
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固際／，＇＇力 0レアにおける言賠の指導
ーすへての教師は言語の教師である一大迄弘和小澤伊久美

の中では存在しないのと同じで、逆のバージョンで子どもの言語だっていろいろ

な状態があるわけです。それをレベル別に分けていかないと上手くいかないとい

うような発想でやっていくと、もう先生が倒れてしまう。正直言って、仮に20人

を3つのクラスに分けたとしても、その 1クラスの中にまた違いがある。だから、

ある意味ではそういうカオス的な状況は前提で、その中でできる勉強をやるとい

うのがインターナショナルスクールで、いわゆる画ー的な形でこうしなくてはい

けない、分けなくてはいけないといった発想からは解放されないと教えることが

できないんじゃないでしょうか。

小澤 collaborativeに学ぶけれども、 differentiationをして、個別の対応は先生がし

てVヽ<。

大迫うん。それを前提にプランを立て、上手く、バランスをとりながら子どもたちに

とって最良の方法を見つけていくという。

小澤そのせいでしょうか、インターナショナルスクールはLearningSupport Team 

がしつかりしている学校が多くて羨ましいなと感じます。

大迫それはそうかもしれない。規模にもよるかなあというのも、ありますが。

「言語」の指導に関わる者が 1Bから得られる気づき

大迫 IBプログラムが持っているいろいろな要素というのは、言語に関してもそうだし、

僕なんかは「教育とは何か」という原点を、常に、 IBのことに入っていくと、そ

こにいつも気づかされます。 IBを切り口として、とても重要なことに導かれてい

るというのは度々経験していて、それはそれぞれの領域でも、何かきっと一適切

な日本語かはわからないけど一使えるものがいっぱいある。欧米が中心なんだけ

れども、非常に20世紀の知性といったものが凝縮されているプログラムなのは間

違いないし、 1968年にできてもうすぐ50周年の中で、一生懸命やられてきた先

生方の考え方とか思いというのが入っているから、実際にいろいろなシチュエー

ションでいろいろな使命を持って子どもさんたちに当たってらっしゃる方の、何

かヒントになるものが絶対あるような気がしますね3 教室で実際に見て、「こんな

の今まで見たことなかったな、私の教室でもあのアプローチは使えるかもしれな

い」とか。ただ、 日本語にしていかなきゃいけないということがある。活かせる

ことがあるのはわかっているのだけれども、英語だとみなさんつかめないから。

小澤そこで先ほどのコンソーシアムが立ち上がるわけですね。

大迫そうです。それと、 IBを知るのにはDPが1番いいものだとは思うんだけれども、
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もう一つもし勧めるとしたら PYPのUnitof Inquiryですね。あれを勉強する

と、 IBというものがよくわかる。僕は小学校のことはあまりよくわかってないの

ですが、僕の妻が PYP教員なのね。だから彼女が家でやっているのを見てると

面白そうだなあと思います。それ以外でも PYPのUnitof Inquiry良いなと思

うのが、日本の小学校教育がもともと良い質を持っているから、なんとなくスッ

と入ってくるというわけです。だから、 PYPのUnitof Inquiryと向き合うと、

「ああ IBってこのようなことを考えているんだなあ」ということが、よくわかる

と思うんですね3

小澤確かにそうですね。また、コンソーシアムのことも楽しみにしたいと思います。

本日はお時間をいただきまして本当にありがとうございました。

《2017年11月2日 武蔵野大学にて》
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